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縦覧用 

第 4 回 農業委員会議事録 

１.開催の日時   平成 31 年 4 月 25 日（木）午後 1 時 30 分 

２.開催の場所   当麻町農業合同事務所  ２階 第１会議室 

３.出席する資格を有する委員の総数 13 名 

４.出席委員（12 名）    １番 住田 哲也    ８番 太田 正人 

３番 豊田 孝行    ９番 舟山 仁志 

４番 溝渕 康裕   １０番 富永  学 

５番 杉山  央   １１番 窪  郁夫 

６番 木下 和夫   １２番 坂口 啓郎 

７番 佐々木 康二  １３番 氏家 知身 

５.欠席委員（1 名）    ２番 朴谷 和夫     

６.議事日程      議案第 15 号 農地法第 18 条の規定による合意解約通知の成立

状況の確認について 

議案第 16 号 農地法第 3 条の規定に基づく許可申請について 

議案第 17 号 農地法第 5 条の規定に基づく許可申請について 

議案第 18 号 農業経営基盤強化促進法に基づく計画について 

議案第 19 号 土地の現況証明書の交付について 

その他 

７.農業委員会事務局職員  事務局長      室屋 尚弘 

事務局次長     山村 靖彦 

事務局係長     佐藤 公紀 

８.会議の概要                     開会 午後 1 時 30 分 
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局  長： 出席予定のみなさんが揃いましたので、ご起立願います。礼。  

全  員： お願いします。 

議  長： それでは只今より、平成 31 年 第４回農業委員会総会を開会いたします。 

      今朝ほどは雨が降って少し寒かったですが、太陽が出てきて種まきも順調

に進んで、ほとんどの方が終わっていいるのかなあと思っておりますけれど、

今日は平成最後の農業委員会総会であります。5 月になりますと令和という

元号に変わるということで、それぞれ大変でしょうけれども怪我、事故の無

いようにして今年の出来秋を楽しみにしながら、農作業に励んでいただきた

いと思います。 

      本日の会議録署名委員は、議席１番、住田委員、議席３番、豊田委員にお

願いいたします。 

      議席２番、朴谷委員より欠席の連絡がありました。只今の出席委員は１２

名で、定足数であります。 

      その他、関係機関の方で普及センターの近藤係長が欠席ということで連絡

が入っております。 

それでは局長の方から本日の議事日程について説明をして下さい。 

局  長： はい、1 ページをお開き願います。本日の議事日程は、「議案第 15 号、農

地法第 18 条の規定による合意解約通知の成立状況の確認について」15 件、

「議案第 16 号、農地法第 3 条の規定に基づく許可申請について」3 件、使用

貸借でございます。「議案第 17 号、農地法第 5 条の規定に基づく許可申請に

ついて」1 件、こちらも使用貸借です。「議案第 18 号、農業経営基盤強化促

進法に基づく計画について」13 件、こちらは新規でございます。「議案第 19

号、土地の現況証明書の交付について」2 件、及び「その他」でございます。 

      以上、よろしくご審議願います。 

議  長： それでは議事に入ります。2 ページをお開き下さい。 

      議案第 15 号、「農地法第 18 条の規定による合意解約通知の成立状況の確

認について」審議いたします。事務局より説明をお願いします。 

次  長： はい、議案第 15 号、農地法第 18 条の規定による合意解約通知の成立状況

の確認について、次のとおり、農地の使用貸借及び賃貸借の合意解約通知が

あったので審議を求める。平成 31 年 4 月 25 日提出、当麻町農業委員会会長

名。 

      番号 1、貸主、○○○、○○○○、借主、○○○、○○○○、地番、○○

○○番○、外○筆、計○筆、地目、○○○○番○外○筆が○、○○○○番○

の内外○筆が○、面積合計○○○○㎡、借主である○○○○氏が、本年○月

に法人を設立したことから、法人名義での賃貸に切り替えるための解約です。

以降、番号 14 まで借主及び解約理由が同一でありますので、貸主及び対象

農地のみについてご説明いたします。 

      3 ページをお開き願います。 

      番号 2、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 3、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 4、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、○○○○番○が○、○○○○番○外○筆が○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 5、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 
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      番号 6、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      続きまして 4 ページをご覧願います。 

      番号 7、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 8、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○の内、外○筆、計

○筆、地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 9、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、○○○○番○外○筆が○、○○○○番○外○筆が○、面積合計○○○

○㎡。 

      番号 10、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

続きまして 5 ページをお開き下さい。 

      番号 11、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番、外○筆、計○筆、

地目すべて○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 12、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、○○○○番○外○筆が○、○○○○番○が○、面積合計○○○○㎡。 

      番号 13、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番、地目、○、面積○

○○○㎡。 

      番号 14、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、○○○○番○の内が○、○○○○番○の内外○筆が○、面積合計○○

○○㎡。 

      番号 15、貸主、○○○区、○○○○、借主、○○○、○○○○、地番、○

○○○番○、地目、○、面積○○○○㎡、農地転用のための解約でございま

す。 

      以上、15 件につきましては、合意解約成立日から 6 ヵ月以内に引き渡しと

なっていますので、解約が成立していると考えられます。 以上です。 

議  長： 只今、事務局より農地法第 18 条の規定による合意解約通知の成立状況の確

認について説明がありました。今の内容について、委員のみなさんからご質

問等はございませんか。 

委  員： ありません。 

議  長： 無いようですので、採決をいたします。農地法第 18 条の規定による合意解

約通知の成立状況の確認について、原案のとおり決定することに賛成の委員

の挙手をお願いします。 

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。議案第 15 号については原案のとおり決定をい

たします。 

      続きまして、6 ページの議案第 16 号、「農地法第 3 条の規定に基づく許可

申請について」を審議いたします。使用貸借、番号 1 から番号 3 まで借主及

び申請理由が同一でありますので一括して事務局より説明をして下さい。 

次  長： はい、議案第 16 号、農地法第 3 条の規定に基づく許可申請について、次

のとおり、農地の権利の移転について許可申請があったので審議を求める。

平成 31 年 4 月 25 日提出、当麻町農業委員会会長名。 

      番号 1、貸主、○○○、○○○○、借主、○○○、○○○○、○○○、○

○○○、地番、○○○○番○、地目、○、面積○○○○㎡、作付○○○a、

経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、申請理由は農地所有適格法人設立
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のため、以下 3 番まで借主及び申請理由は同じでございます。 

      続きまして、番号 2、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番○、外

○筆、計○筆、地目、○○○○番○外○筆が○、○○○○番○の内外○筆が

○、面積合計○○○○㎡、水張○○○a、作付○○○a、経営面積、うち借入

面積とも○○○○㎡、番号 3、貸主、○○○、○○○○、地番、○○○○番

○、外○筆、計○筆、地目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張○○○a、

作付○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡であります。本申請

箇所は、8 ページから 16 ページの箇所でありまして、○○○○氏が、本年

○月に法人を設立したため、ご本人名義の農地及び先ほど議案第 15 号で審

議、承認されました農地の使用貸借の合意解約通知があった 2 件について、

法人との使用貸借をするものであります。お手元にあります農地所有適格法

人としての事業状況調査書をご覧ください。農地所有適格法人の要件であり

ます、形態要件は、○○○であります。事業要件、構成員要件、業務執行役

員要件、農作業従事要件及び下限面積要件の 2ha 以上を耕作することから、

すべての要件を満たしております。権利取得後においても、すべての農地を

利用し、機械、労働、技術、地域との関係を見ても問題なく許可要件をすべ

て満たしていると考えます。なお、お手元にお配りしております、別添の農

地法第 3 条調査書を後刻ご覧願います。 以上です。 

議  長： 只今、事務局より説明がありましたが、この件について何か委員の皆さん

からご質問ございませんか。 

委  員： ありません。  

議  長： 無いようですので、採決いたします。農地法第3条の規定に基づく許可

申請について原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いしま

す。 

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。議案第 16 号については原案のとおり決定をい

たします。 

      続きまして、17 ページの議案第 17 号、「農地法第 5 条の規定に基づく許可

申請について」審議をします。事務局より説明をお願いします。 

次  長： はい、議案第 17 号、農地法第 5 条の規定に基づく許可申請について、次

のとおり農地の転用について許可申請書の提出があったので意見を求める。

平成 31 年 4 月 25 日提出、当麻町農業委員会会長名。 

      貸主、○○○、○○○○、借主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、

地目、○、面積○○○㎡、農地区分、農用地区域内（農業用施設用地）、契

約区分、使用貸借、転用目的、農業用倉庫の建設、建築面積○○○㎡、建築

物維持面積（冬期間堆雪スペース）○○○㎡、通路○○○㎡でございます。

申請理由としまして申請人、○○○○氏は、農業経営主として父親から継承

し○年が経過しております。稲作中心の農業経営をしておりますが、既存の

農業施設では手狭であり大型農業機械の保管及び整備を行うための施設が不

足しております。18 ページの図面をご覧願います。○○○○氏自宅横の○

○○○番○より分筆した○○○○番○の中央位置に倉庫を建設、冬期間にお

ける堆雪スペース及び通路を確保し、効率的、かつ安全に農作業ができるよ

う造成するものであります。申請の農業用施設用地につきましては、農地法

第 5 条第 2 項の「農用地利用計画において指定された用途に供するための施

設用地」に該当することから、許可要件を満たしておりますので、転用はや

むを得ないと認められます。 以上です。 
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議  長： 只今、事務局より農地法第 5 条の規定に基づく許可申請について説明があ

りました。今の内容について、委員のみなさんからご質問等はございません

か。 

委  員： ありません。 

議  長： 無いようですので、採決いたします。農地法第 5 条の規定に基づく許可申

請について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いします。 

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。議案第 17 号については原案のとおり決定いた

します。 

      続きまして、19 ページの議案第 18 号、「農業経営基盤強化促進法に基づく

計画について」審議いたします。利用権設定の新規について、事務局より説

明をお願いいたします。 

次  長： はい、議案第 18 号、農業経営基盤強化促進法に基づく計画について、次の

とおり農用地利用集積計画（第 4 回）の決定について審議を求める。平成

31 年 4 月 25 日提出、当麻町農業委員会会長名。 

利用権設定、新規、番号 1、貸主、○○○、○○○○、借主、○○○、○○

○○、○○○、○○○○、以下 13 番まで借主同じであります。地番○○○○

番○、外○筆、計○筆、地目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○

a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、契約期間は○年、申請理由は、

借主が農地所有適格法人を設立したため、以下、12 番まで同一理由でありま

す。圃場は、○○○、22 ページの箇所でございます。 

番号 2、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、○○○○番○が○、○○○○番○外○筆が○、面積合計○○○○㎡、水張、

○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、

○○○、22 ページ及び 23 ページの箇所でございます。 

番号 3、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面

積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、22 ページの箇所でご

ざいます。 

番号 4、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面

積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、24 ページの箇所でご

ざいます。 

番号 5、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、すべて○、面積合計○○○○㎡、作付、○○○a、経営面積、うち借入面

積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、25 ページの箇所でご

ざいます。 

続きまして、20 ページをご覧願います。 

番号 6、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○の内、外○筆、計○筆、

地目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入

面積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、24 ページの箇所で

ございます。 

番号 7、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、○○○○番○外○筆が○、○○○○番○外○筆が○、面積合計○○○○㎡、

水張、○○○a、作付、○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、契

約期間は○年、圃場は、○○○、26 ページ及び 27 ページの箇所でございます。 
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番号 8、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、地

目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面

積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、28 ページの箇所でご

ざいます。 

続きまして、21 ページをお開き願います。 

番号 9、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番、外○筆、計○筆、地目、

すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面積と

も○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、29 ページの箇所でござい

ます。 

番号 10、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、すべて○、面積合計○○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入

面積とも○○○○㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、30 ページ及び 31 ペ

ージの箇所でございます。 

番号 11、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番、地目、○、面積○○

○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、契約期間

は○年、圃場は、○○○、22 ページの箇所でございます。 

番号 12、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、外○筆、計○筆、

地目、○○○○番○の内が○、○○○○番○の内外○筆が○、面積合計○○○

○㎡、水張、○○○a、作付、○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○

㎡、契約期間は○年、圃場は、○○○、31 ページの箇所でございます。 

番号 13、貸主、○○○、○○○○、地番○○○○番○、地目、○、面積○

○○○㎡、水張、○○○a、経営面積、うち借入面積とも○○○○㎡、契約期

間は○年、申請理由は、負傷により耕作困難なため、圃場は、○○○、24 ペ

ージの箇所でございます。 以上です。 

議  長： 只今、利用権設定について説明がありました。この件について、何かご質

問等ありませんか。 

委  員： ありません。  

議  長： 無いようですので、採決をいたします。農業経営基盤強化促進法に基づ

く計画について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いし

ます。 

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。議案第 18 号については原案のとおり決定いた

します。 

      続きまして、32 ページの議案第 19 号、「土地の現況証明書の交付について」

審議いたします。まず、番号 1 番について審議いたしますが、当麻町農業委

員会会議規則第８条、議事参与の制限により、○○委員には退席をお願いい

たします。 

 

【○○委員退席】 

 

議  長： それでは事務局より説明して下さい。 

次  長： はい、議案第 19 号、土地の現況証明書の交付について、次のとおり、土地

の現況証明の願いがあったので審議を求める。平成 31 年 4 月 25 日提出、

当麻町農業委員会会長名。 

      番号 1、地番○○○○番○、登記地目、○、利用状況、農地以外、面積○

○○㎡、申請人氏名、所有者氏名とも○○○、○○○○、願出理由、地目変
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更登記のため。現地確認は、4 月 11 日、住田委員と太田委員が行いました。

願出のありました土地は、33 ページに記載の箇所でございまして、長年農業

用施設用地及び農業機械待避用地として使用しており、今後においても同様

の使用が見込まれます。また、当該地の位置的、面積的にも農地としての利

用は難しく、現地の状況から見て農地復元は困難でありますので、農地以外

と判断いたしました。 以上です。 

議  長： ただいま土地の現況証明書の交付についての 1 番について説明がありまし

た。この件について、委員のみなさんから何かご質問等ありませんか。 

委  員： ありません。  

議  長： 無いようですので、採決いたします。議案第19号、番号1について原案

のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いします。  

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。番号 1 については、原案のとおり決定しまし

たので、現況証明書の交付をいたします。 

      ○○委員はお戻り願います。 

 

     【○○委員着席】 

 

議  長： 続きまして、番号 2 について説明をお願いします。 

次  長： はい、番号 2、地番○○○○番○、登記地目、○、利用状況、農地以外、

面積○○○㎡、申請人氏名、所有者氏名とも○○○、○○○○、願出理由、

地目変更登記のため。現地確認は、4 月 11 日、住田委員と太田委員がおこな

いました。願出のありました土地は、34 ページに記載の箇所でございまして、

平成○年○月に隣接者へ売買するために分筆し、農地法第 5 条の許可を前提

に条件付所有権移転仮登記がされておりますが、許可手続きがされないまま

平成○年○月に申請人の○○氏へ相続されております。当該地境界に住宅が

建っており、長年にわたり住宅用の土地として使用されていたことから住宅

の附帯設備等が設置されている状況です。現地の状況から見て農地復元は困

難でありますので、農地以外と判断いたしました。 以上です。 

議  長： ただいま土地の現況証明書の交付についての 2 番について説明がありまし

た。この件について、委員の皆さんから何かご質問等ありませんか。 

委  員： ありません。  

議  長： 無いようですので、採決いたします。議案第19号、番号2について原案

のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いします。  

委  員：「全員挙手」 

議  長： はい、賛成全員であります。番号 2 について、原案のとおり決定しました

ので、現況証明書の交付をいたします。 

      本日の総会に提出された議案は以上でありますが、全体をとおして委員の

皆さんから質問等ございませんか。 

委  員： ありません。 

議  長： それでは、関係機関の皆さんが出席されておりますので、何かございまし

たらお願いします。 

議  長： 農業振興課。 

農業振興課： はい、私の方から 2 点程ご連絡を申し上げます。 

       まず、毎年行っております田んぼの学校の田植えの方の日程でございま

すが、今現在で 5 月 30 日に開催の予定で進んでおりますので、よろしく
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お願いいたします。 

       2 点目でございます。2 点目につきましては、平成 31 年度以降の機構集

積協力金、いわゆる中間管理機構をかまして 10 年の賃貸借期間の条件を満

たせば、出し手、受け手に交付金が出ると言われるものでして、近年は経

営転換協力金ということでリタイヤされる方が 10 年の賃貸契約を結んだ場

合に土地の所有者の方に交付金が支払われるというものですが、新聞報道

でも農地バンクの抜本的見直しに関してということで、農業新聞にかなり

大きく記事が載ってございますのでご承知の方も多いと思いますが、そち

らの農地集積協力金が大きく見直しをされるということで、経営転換協力

金、リタイヤされる方に支払われる交付金が、新聞報道では段階的に廃止

をすると報道されておりましたが、先日、振興局からの話を伺いますと、5

年間で廃止する予定となっております。最終的には 35 年までということで、

上限金額も段階的に廃止するということですので、33 年までが上限額 50

万円、それの越えると 35 年までの間が上限額 25 万円ということで廃止の

道をたどるとの情報でございます。それ以外にも耕作者集積交付金といい

まして、いわゆる担い手から担い手への集積に関しての交付金もあったわ

けですが、これにつきましては今年度から廃止という予定になっておりま

す。実は資料はあるのですが、振興局から内容的にまだ変更する可能性も

あるということで、配布については止めていただきたいというお話があり

ましたので、今回皆様に提示することができない訳ですか、農地の賃貸借

契約に係わることでありますので、予め農業委員の皆様にはお知らせする

ものであります。 以上でございます。 

議  長： 農業センター。 

農業センター： はい、農業センターからでございますが、先週の 15 日から 19 日まで

転作の図面の受付をやらせていただきまして、全員の方が終わりまして

お忙しい中大変ありがとうございました。今現在、水稲育苗の苗の調査

に回っておりまして今段階では良好ですけれども 1 件だけちょっと不揃

いで注意していきたいなあと考えております。 以上でございます。 

議  長： 土地改良区。 

土地改良区： はい、土地改良区からはですね、本日、水天宮祭そして通水式の方を執

り行いまして無事終了してございます。これによりまして、例年どおり 5

月 1 日より地域によってはバラつきはございますが、通水を開始して参り

ますのでご報告とさせていただきます。 以上です。 

議  長： 農協。 

農  協： ありません。 

議  長： 共済組合。 

共済組合： 共済組合の方からはですね、水稲共済の加入申し込みについて、申込期限

の報告をさせていただきます。共済組合では 3 月と 4 月と水稲共済の加入の

手続きをさせていただいたところですけれども、何件かまだ加入されていな

い方がいらっしゃいます。もし、その方からお問い合わせありましたら、申

込期限は 5 月 20 日までとなっておりますので、それ以降、申込みされたと

してもご加入できない状況となりますので皆様、ご承知おき願います。 以

上です。 

議  長： 以上、関係機関の皆様よりお話をいただきましたが、委員の皆さんから何

かご質問等ございませんか。 

委  員： すいません。共済組合に質問なんですけど、水稲共済の申し込みというの
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は、転作の時にやったやつですよね。 

共済組合： はい。そうです。 

議  長： その他にございませんか。 

委  員： ありません。 

議  長： それでは、事務局より連絡事項がありましたらお願いします。 

係  長： （事務連絡） 

議  長： それでは、次回 5 月の農業委員会総会の日程でありますが、5 月 26 日から

28 日まで代理が農業委員会の会長大会が東京でございますので、それに出席

ということで、5 月 30 日にやりたいと思います。木曜日、午後 1 時 30 分、

田んぼの学校の田植祭がありますけれど、12 時位に終わってくれれば 1 時

30 分、ちょっと長引けば午後 2 時からという日程でやりたいと思います。お

忙しい時期ではありますが、委員と関係機関の皆さんは、日程の調整をよろ

しくお願いいたします。 

これをもちまして、本日の総会を閉会します。 

局  長： ご起立願います。礼。 

全  員： ご苦労さまでした。              閉会 午後 2 時 11 分 

 

 


